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はじめに

　遺跡から出土する木製品は、地下水が豊富な土

壌に長期間埋蔵され、形状を維持しつつも、木材

内部のセルロース、ヘミセルロース等の木材を構

成する主要成分の一部が分解・消失した状態と

なっている。分解・消失した成分の代わりには多

量の水分が含まれることになり、自然に乾燥させ

れば、著しい収縮が起こり、形状を損なうことに

なる。出土木材の形状を維持したまま乾燥させる

には、過剰に含まれる水分と別の材料とを置換し

て、乾燥させる必要がある。

　現在、我が国では、出土木製品の保存処理法と

して、PEG（ポリエチレングリコール）含浸法、

高級アルコール含浸法、糖類（トレハロース）含

浸法、アルコール・キシレン樹脂法などが開発さ

れ、実用化されている。いずれも内部に含まれる

水分と保存材料とを置換することを基本に、保存

材料の種類によって、処理工程を変えている。ま

た、乾燥過程で効果を発揮する方法に真空凍結乾

燥があり、それぞれの溶液含浸処理と併用するこ

とで、乾燥時の収縮防止や処理期間の短縮を図っ

ている。

　埼玉県埋蔵文化財調査事業団では、県の委託を

受け、出土木製品の保存処理を継続的に実施して

いる。処理方法は、PEG含浸法をベースに、一

部真空凍結乾燥を組み合わせた方法で行っている

が、問題点として、①処理期間が長い②処理槽の

サイズの制約で、３メートルを超える大型材が処

理できない③真空凍結乾燥機が小さく、大型材の

処理に利用できない、といったことがあげられる。

このような状況の中、久喜市の栗橋宿跡から近世

の宿場に伴う建築材等を含む大量の大型木材が出

土した。現状の保存処理施設上の処理能力を考え

ると、水漬けによる仮保管資料が増加し続けるこ

とになり、今後さらに仮保管場所と設備の不足、

そしてその管理が問題になってくるものと思われ

る。

　そこで、栗橋宿跡から出土した近世期の針葉樹

要旨　出土木製品の保存処理は本来、低濃度の薬剤から高濃度の薬剤に時間をかけて含浸させ
水と置換させる方法をとるが、栗橋宿跡から大量に出土した近世の針葉樹材の大型木製品は古
い時代のものに比べ残りが良いことから、従来の方法をある程度省略できる可能性がある。
　通常の保存処理工程の簡略化は本来推奨すべきものではないが、栗橋宿跡のように一つの遺
跡から多量の大型木製品が出土し、しかも保存状態が良い木材がある場合には、限定的に簡便
な保存処理方法を検討する余地があると考える。
　そこで、増え続ける水漬けによる保存処理待機資料を減量化させるための一つの手段として
簡便な保存処理方法を検討した。
　出土木材のサンプルを使用して実験を行った結果、針葉樹で残りが良いものについては、低
濃度の PEG に常温下で１か月程度含浸を行い、その後自然乾燥するという方法で、おおむね
良好な結果を得ることができた。

井上真帆　野中　仁＊

近世遺跡出土針葉樹材の簡便な保存処理方法について

＊埼玉県立さきたま史跡の博物館学芸主幹
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材を対象として、本格的な保存処理設備を用い

ず、処理期間の短縮と発掘現場でも実施可能な簡

便な方法を検討したので報告する。なお、ここで

針葉樹材に限定して対象とするのは、出土広葉樹

材に対して針葉樹材の方が腐食が少なく、簡便な

方法での処理可能範囲となる可能性が高いためで

ある。

１　乾燥速度を抑制した自然乾燥の可能性

　まず、はじめに、保存材料の含浸等の前処理を

行わず、自然乾燥の乾燥速度を遅らせることで処

理可能かどうかを検討した。

（１）実験方法

　栗橋宿跡から出土した長さ約100㎝、幅約20

㎝、厚さ約2.0～ 2.5㎝の針葉樹の板材を約10

㎝× 10㎝に切り、サンプルとした。含水率は

360％である（註１）。

　自然乾燥の方法は、Ａ -１室内自然乾燥、Ａ -

２屋外自然乾燥、Ａ -３不織布包装自然乾燥、

Ａ -４ラップ包装自然乾燥、Ａ -５新聞紙包装自

然乾燥の５条件である。いくかの素材で包装した

のは、乾燥速度に時間差をつけることで、収縮等

を抑制できる可能性をみるためである。どの包装

材も特別なものではなく、現場でも対応可能なも

のを選んだ。なお、比較資料として、サンプルの

一つを真空凍結乾燥した（Ｃ -１）。真空凍結乾

燥は、木材中の水分を凍結させ、減圧下で昇華さ

せることで、収縮等の原因となる水の表面張力を

回避させるものであり、形状をあまり損なわず乾

燥させることができる方法である。

　乾燥開始から乾燥終了までの間は適宜重量を測

定し、重量が安定した段階で乾燥終了とした。

　各条件でのサンプルの伸縮（寸法安定性）をみ

るため、木材の繊維方向、接線方向、放射方向に

ピンを打ち、その間を乾燥前と乾燥後で計測した。

なお、木材の寸法変化は、材の木取り等が影響す

ると思われるが、均一なサンプルを得るのは難し

い。今回使用したサンプルでは、木材の心材と辺

材が共存しており、ピンの設置位置模式図を第１

図に示す。

（２）実験結果

　各条件での乾燥過程における重量変化を第２図

に示す。

　最も乾燥が早く、急激な重量減少が起こるのは、

屋外での自然乾燥（Ａ -２）で、次いで室内自然

乾燥（Ａ -１）である。不織布包装（Ａ -３）及

び新聞紙包装（Ａ -５）では、包装をしないもの

よりは乾燥速度は遅いものの、どれも20日後に

は重量が安定し、乾燥がほぼ終了した。ラップ包

装（Ａ -４）は、水分の蒸発が抑制されるが、わ

ずかずつ水分は蒸発していくことが分かる。ラッ

プ包装については、継続して実験しているが、カ

Ａ -１室内自然乾燥　Ａ - ２屋外自然乾燥　Ａ - ３不織布包装

Ａ - ４ラップ包装　Ａ - ５新聞紙包装
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第１図　ピン設置位置模式図

第２図　自然乾燥時の重量変化
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ビの発生等が危惧され、結果が出るまでに長期間

を要するため、今後の課題として残しておきたい。

　次に自然乾燥後のサンプルの状態をみていく。

自然乾燥後の寸法変化を第１表及び第３図に、処

理前と処理後の状態を写真１～５に示す。ここで

いう変化率とは、乾燥後にピン間の距離が乾燥前

に対して何％変化したかを表しており、次の式で

計算した。

　　変化率＝b／ a×100－100

　　a＝乾燥前寸法　b＝乾燥後寸法

　変化が全くなければ０、減少した場合には－％、

逆に増加した場合には＋％となり、寸法変化をグ

ラフ化すると第３図のようになる。なお、重量に

ついても乾燥前、乾燥後の重量を当てはめ、乾燥

前に対して乾燥後の重量変化率を表した。

　室内自然乾燥（Ａ -１）と屋外自然乾燥（Ａ -２）

の寸法変化率は、それぞれ8.89％、8.53％のマ

イナス（収縮）で、特に辺材部の繊維方向が著しい。

その結果、放射方向（繊維に直行方向）に深い亀

裂が発生した。また、表面にも微細な亀裂が全体

に見られる（写真１、２）。Ａ -２の接線方向（小

口面）は、6.72％広がった結果となっているが、

これは、小口面に発生した深い亀裂が関係してい

るものと思われる。不織布包装（Ａ -３）、新聞

紙包装（Ａ -５）では、特に放射方向の収縮が顕

著で、寸法変化率は－10％を超える結果となっ

た。放射方向の亀裂はＡ -１、Ａ -２ほどではな

いが、数か所確認された。また、表面の微細な亀

裂も確認されるが、Ａ -１、Ａ -２ほどではない

（写真３、４）。真空凍結乾燥で乾燥させたＣ -１

の最大寸法変化率は繊維方向で－4.27％である

が、形状を大きく損なってはいないものの、表面

には微細な亀裂が無数に発生した（写真５）。

　以上のことから、今回の実験では、不織布や新

聞紙で包装した状態で自然乾燥したとしても、寸

法変化は大きく、また亀裂も発生して、全体の形

状は損なわれる結果となった。ただ、包装材料の

選定やその他の方法で乾燥速度を更に調節するこ

とも今後の課題として残しておきたい。

２　PEG 及びトレハロースを用いた簡便な乾燥法

　１の実験からは、ある程度乾燥速度を調整した

としても木材の寸法変化や表面の亀裂が問題とな�

ることが分かった。そこで、出土木材の保存処理に�

用いられるPEG（分子量4,000）とトレハロースを�

自然乾燥の前処理として用いる方法を検討した。

　PEG、トレハロースとも水溶性で、出土木材の

保存処理に用いられるが、通常の処理工程は、低

濃度から順次濃度を上げ、最終的には90％程度

まで濃度を上げる必要があるため、処理期間が長

くなり、また、加温する設備が必要となる。今回

の実験では、加温設備を用いずに処理期間を短縮

することを目的としているため、木材表面に常温

で溶解可能な濃度の溶液を塗布した後自然乾燥す

る方法と溶液に一定期間浸漬した後、自然乾燥さ

第１表　寸法変化と重量変化
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第３図　各方法による寸法変化

繊維方向(mm) 接線方向 (mm) 放射方向 (,m) 重量(g)

77.6 801 11.4 242.9 
70 7 78 7 11.3 63.9 
8.89 -1 75 -088 -73.69 
7 7.4 73 2 13.4 207.5 
70.8 709 14.3 47.6 
8.53 -314 672 -77.06 
76.4 77 3 13.8 232.6 
69.4 692 12.9 511 
916 -10.48 -6 52 -78.03 
74.2 78 8 10.8 207.6 

80.5 81 8 12.9 228 1 
76.8 709 13.3 49.8 
4.60 -13.33 310 -7817 
77.2 83 3 9.9 227 7 
73.9 821 101 49.5 
4.27 -1.44 2.02 -78.26 

••• 
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せる方法を検討した。

（１）実験方法

　実験サンプルは、１の実験で使用したものと同

様とし、変化率等の考え方も１の実験と同じであ

る。

　処理の方法は、PEG、トレハロースとも50％

濃度の水溶液を調製し、サンプル表面に１回塗布

した後、室内で自然乾燥させた（Ｂ -１）（Ｂ -３）。

もう一つは、それぞれ30％濃度の溶液を調製し、

その中に1か月間浸漬した後室内で自然乾燥さ

せた（Ｂ -２）（Ｂ -４）。１の実験同様処理前、

処理後の重量と各方向に設置したピン間の距離を

計測した。

（２）実験結果

　処理前と処理後の寸法変化及び重量変化を第２

表に、寸法変化率のグラフを第４図に示す。また、

乾燥前、乾燥後の状態を写真６～９に示す。

　PEG50％溶液を塗布したもの（Ｂ -１）の寸法

変化率をみると、繊維方向が－10.17％、放射

方向が－6.59％、接線方向が－0.76％であり、

特に辺材部の繊維方向の収縮が大きいことが分か

る。また、トレハロース50％溶液塗布（Ｂ -３）

でも繊維方向で－7.54％、放射方向で－7.95％、

接線方向で－8.87％と収縮が大きい。特にＢ -

３では、心材と辺材の境界に深い亀裂が発生し、

全体が歪んだ状態となった（写真８）。また、重

量の変化率も－70％台で、１の実験で行ったも

のとあまり変わらない。このことから、木材表面

にPEGまたはトレハロースを１回塗布しただけ

では、木材全体の収縮を抑えることは難しいこと

が分かる。ただし、木材表面に微細な亀裂はあま

り見られず、表面を安定させるには、ある程度の

効果が見いだせる結果となった。一方、PEG及

びトレハロースの30％溶液中に１か月間浸漬し

て乾燥させたもの（Ｂ -２、Ｂ -４）は、寸法変

化率が繊維方向でそれぞれ－0.63％、－0.52％、

放射方向で－0.59％、－1.06％であった。接線

方向については、それぞれ＋3.85％と＋2.52％

で、板材としては厚さが増加した結果となった。

この方法では、溶液を塗布する方法に比べ、寸法

変化率は極めて小さく、視覚的にも形状を損な

うような収縮や亀裂は発生しなかった。重量変化

は50％台の減少で、水分の蒸発とともにPEGま

たはトレハロースが含浸し固化したことを示して

いる。表面の状態は、微細な亀裂はないが、PEG

では部分的に黒色化が見られ、トレハロースでは

一部粉状化した白色の析出物が見られた（写真７、

９）。

３　PEG を使用した出土木製品への適応

　２の実験より、30％に調整したトレハロース

またはPEG溶液に木材を1か月間浸漬させたの

ち自然乾燥させたものは、寸法変化率が極めて小

さく、外見上形状を損なうような縮小や亀裂の発

生が無いことが分かった。

　そこで、栗橋宿本陣跡から出土した形状の違う

近世末頃の針葉樹材（角材、板材、丸太材、丸太
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第２表　寸法変化と重量変化

第４図　各方法による寸法変化

番号 摘要 繊維方向 (mm) 放射方向 (mm) 接線方向 (mm) 重量(g)

乾燥前(a) 87.5 75.9 131 217 7 
B-1 

乾燥後(b) 78 6 70.9 13 49.6 
PEG50％塗布

変化率（％） -1017 -6.59 -0.76 -77.22 

乾燥前(a) 79.3 841 10.4 245.9 
B-2 

乾燥後(b) 78.8 83.6 10.9 113.5 
PEG30％浸漬

変化率（％） -0.63 -0.59 4.81 -53.84 

乾燥前(a) 79 6 73 12.4 232 
B-3 

乾燥後(b) 73 6 67.2 11.3 60.9 
トレハ50％塗布

変化率（％） -7.54 -7.95 -8.87 -73.75 

乾燥前(a) 77 6 75.4 11.9 226.8 
B-4 

乾燥後(b) 7 7.2 74.6 12.2 9 1.8 
トレハ30％浸漬

変化率（％） -0.52 -1.06 2.52 -59.52 
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半裁材）（第３表）について、PEG30％溶液中に

浸漬した後自然乾燥させ、適用可能かどうかを検

討した。

　現在事業団では、木製品処理にPEGを使用し

ており、手に入りやすく扱いやすいため、今回の

実験ではPEGを採用した。

（１）実験方法

　栗橋宿本陣跡から出土した針葉樹材を使用し実

験を行った。それぞれ形状の異なる角材、板材、

丸太材、丸太半裁材についてPEGを30％に調整

した溶液に１か月浸漬させ、その後室内で自然乾

燥させた。１、２のサンプルを使用した実験と同

様に処理前、処理後の重量と各方向に設置したピ

ン間を計測し、寸法変化、重量変化、形状・外見

上の変化で評価を行った。変化率はこれまでの実

験と同様に、乾燥後にピン間の距離が乾燥前に対

して何％変化したかを表している。

　変化が全くなければ０、減少した場合には－％、

逆に増加した場合には＋％となる。重量について

も乾燥前、乾燥後の重量を当てはめ、乾燥前重量

の何％の重量が減少したかを表した。

　PEG浸漬後の乾燥過程の重量を継続して計測

しているのは、木材の内部に残存する水分が蒸発

し、木材が安定するまでにかかる時間を把握する

ためである。

（２）実験結果

　処理前と処理後の寸法変化及び重量変化を第４

表、寸法変化率を第５図、形状ごとの乾燥時の重

量変化を第６図～第８図に示す（註２）。

　寸法変化率の大きいものを見ると、繊維方向は

±0.30％で PND13（角材）、20（板材）、接線

方向は±6.00％でPND５（角材）、PND16（板

材）、放射方向は±6.00で PND８（丸太材）、

PND19（板材）であった。重量変化率は50％を

超えるものはPND�16、18、20ですべて板材で

あった。寸法変化率、重量変化率ともに変化率の

大きいものには板材が含まれていることがわかっ

た。

　次に外見上の形状変化について、いくつかのポ

イントとなる部位を見ていく。PND４（半裁材）

（写真10）は小口面に亀裂が走っているが、処

第３表　針葉樹材処理一覧（栗橋宿本陣跡） 第４表　寸法変化と重量変化
No 報告書内番号 形状 寸法 備考 華旦 形状 コ竿 珈輝万厄l(om)荘細万厄l(cml 木口 (cm) 重詈（g）

PND1 54-5 角材 長665cm 9BX9恥m 芯持材

PND2 54-7 角材 長892cm 110xs.Dem 芯持材

I処理前 715 6.5 4.35 7280 

PNDl 角材 処理後 715 6.4 4.45 5380 

変化率（％） 0.00 -154 2.30 -2610 

PND3 54-6 角材 長邸加m 95X9.4<m 芯持材 処理盲 84.35 8.45 4.2 7670 

PND4 54-3 半裁材 長83砒m 10.4x8.5cm 
PND2 角材 処理後 84.4 8.35 4.15 5840 

1蛮化率（％ 0.06 -118 -119 -23.86 
PND5 54-4 角材 長755cm 9.1 x 9.7cm 芯持材 処理前 79 85 7 5.2 8860 

PND6 丸太材 長106Bcm 径90cm 芯持材

PND7 55-18 板材 長1253cm 幅9.7cm

PND3 角材 19n呻雄 798 7 5.3 7060 
変化率（％） --006 0.00 1.92 -2032 

l 584 6.7 6.35 8060 

PND8 55-11 丸太材 長99恥m 径7恥m 芯持材 PND4 半裁材 m呻必 58 35 6.9 6.35 6320 

PND9 54-8 角材 長79.7cm 10.5 x 10.5cm 芯持材
変化率（％） --009 299 4.20 -21 59 

処理前 657 6 4.2 5410 

PND10 55-16 角材 長93.6cm 9.5X9.6cm 芯持材 PND5 角材 処理後 657 6.4 4.3 3970 

PND11 54-9 角材 長91.ocm 1oax 10Bcm 芯持材
1変化率（％） 0.00 667 2.38 -2662 

処理前 54.8 6.2 5.35 4230 
PND12 201-1 角材 長150.7cm 9.3x 10.7cm 芯持材表面乾燥 PND6 丸太材 処理後 54.75 6.2 5.4 3050 

PND13 54-9 角材 長96.ocm 11.0X 11.0cm 芯持材

PND14 板材 長 74.9cm 幅 15なm 厚 ~4cm 桶底板

1変化率（％） --0.09 0.00 0.93 -2790 
処― 897 6.7 1710 

PND7 板材 処理後 89 55 6.7 990 

PND15 板材 長81邸m 幅 19!1，m 厚四,m 桶底板

PND16 板材 長 49沈m 幅 10沈m 厚 ~1cm 桶底板

変化率（％） --0.17 0.00 4211 
飢碑前 579 4.9 1.6 4000 

PND8 丸太材 578 5 17 2760 

PND17 板材 長81沈m 幅200cm 厚2.6cm 桶底板 mル• %) --0.17 204 6.25 31.00 

PND18 板材 長38紅m 幅5.6cm 厚 22cm 桶底板
処理， 764 7.7 4.5 6390 

PND9 角材 処理 763 7.6 4.55 4550 
PND19 板材 長69邸m 幅 14Dcm 厚2.'lem 桶底板 変化 （％） --0.13 -130 111 -2879 

PND20 板材 長OO沈m 幅邸cm厚 10:m

PND21 55-17 板材 長162.7cm 幅32Cm厚 17cm

処理， 6315 7.4 3.9 7810 

PND10 角材 処理1 63 735 3.9 5710 
1変化l区（％） --0.24 -0.68 0.00 -26.89 

処理， 693 7.6 5.8 9870 

PND11 角材 処 692 7.7 6 7920 
変化率（％） --0.14 132 3.45 -19 76 
●n呻言 722 6.6 3.5 12350 

PND12 角材 N99四イ 7205 6.5 3.6 9650 
変化率（％ --0.21 -152 2.86 -21.86 
何L..前 80.4 775 5.5 10030 

PND13 角材 処理後 80.1 7.8 5.45 7780 
1変化率（％） --0.37 0.65 -0.91 -22.43 

処理前 51 11.8 1.6 2420 

PND14 板材 処理後 51 11.3 1.6 1360 

変化率（％） 0.00 -4.24 0.00 -43.80 

処理盲i 737 13.3 1.8 3320 

PND15 板材 処理後 735 13.1 17 1760 

1変化率（％ --0.27 -150 -5.56 -4699 
m呻言 361 4 760 

PND16 板材 ●n呻雄 36 3.7 370 
変化率（％） --028 -750- -51 32 

＇ 
669 13.5 11 3540 

PND17 板材 処理後 668 13.5 11 2060 
1変化率（％） --0.15 0.00 0.00 41.81 

処理前 30.8 3.6 1.3 290 

PND18 板材 処理後 30.8 3.6 1.3 120 

1変化率（％） 0.00 0.00 0.00 -5862 

処理盲i 47 65 12 15 1.5 1930 

PND19 板材 19n呻雄 477 12 15 1.6 1060 

1蛮化率（％） 0.10 0.00 6.67 -45.08 
処― 5213 3.2 280 

PND20 板材 lm呻総 523 3.3 140 
変化率（％） 0.33 312 50.00 

り9坪" 160.15 2.2 1.05 860 
PND21 板材 160.3 2.2 11 440 

変化率（％） 0.09 0.00 4.76 -48.84 
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理後に亀裂が大きくなるなどの変化は確認できな

かった。PND８（丸太材）（写真11）は釘が打

たれているが、釘が移動するなどの変化は無かっ

た。PND11（角材）（写真12）は、ほぞ穴に別

の木材が差し込まれている。ほぞ穴の収縮や膨張

は見られず、差し込まれた木材も外見上の変化は

ない。PND13（角材）（写真13）は板目面に縦

に亀裂が走っているが、亀裂は広がることなく木

材が安定した。PND15（板材）（写真14）は節

穴に補修痕？がある。処理後は補修痕周辺に黒色

化がみられるが、部分的な収縮などは確認でき

なかった。PND１～21まで部分的ではあるが、

黒色化がみられた。

　PEG含浸後の木材の安定までかかる時間は、

板材で80日前後、それ以外の角材、半裁材、丸

太材は90日から100日程度かかることがわかっ

た（註３）。

　以上のことから、PEG�30％程度の溶液に1か

月程度浸漬後自然乾燥する方法は、今回対象とし

た試料に対しては概ね有効であると考えられる。

しかし、今回の実験結果から、板材については繊

維方向、接線方向、放射方向の寸法、重量変化す

べての変化率がほかの材に比べ大きくなる傾向が

あるので、慎重になる必要があるだろう。

　外見上の変化点は、全ての試料に黒色化が視認

されたものの、部分的で、木材として違和感を受

けるようなものではなかった。また、処理による

新たな亀裂や亀裂の進行なども確認されなかった

ため、展示利用などにも耐えられるものと考える。

　通常のPEG含浸法で保存処理をした場合、木

材のサイズにもよるが、含浸の開始から乾燥完了

まで１年程度の期間を要する。その間にPEG溶

液の濃度管理や含侵槽の水位調整が必要になる。

また、含浸槽の容量の関係で処理できる量とサイ

ズに限界があるため、水漬け状態での仮保管が長

期化してしまう。今回実験した方法は、１か月程

度の含浸と乾燥時間に２か月～４か月程度かかる
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第５図　寸法変化率

第６図　PEG 含浸後乾燥時の重量変化（板材）

第７図　PEG 含浸後乾燥時の重量変化（角材）

第８図　PEG 含浸後乾燥時の重量変化（半裁材・丸太材））
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が、乾燥期間は室内に安置できるため、処理溶液

の濃度管理等の必要もなくなり作業量が大きく減

少する。また、加温を必要とする含侵槽のランニ

ングコストを考えると、極めて経済的である。水

槽とPEG、室内の乾燥場所さえ準備できれば場

所を問わず保存処理が可能になると考えられる。

４　まとめと課題

　出土木製品の保存処理は、形状を損なうことな

く、過剰に含まれる水分をいかに除去し、安定し

た状態で、保管や展示を可能にさせるかである。

通例の保存処理法に従えば、水に代わる形状維持

材料を内部に含侵させ、乾燥と同時に固定させる

べきものである。恒久的な保存を考える時に、そ

の手間と時間は惜しむべきものではないかもしれ

ない。ただ、一方では、一つの遺跡から多量でし

かも大型の木材が一度に出土する場合があり、そ

れらすべてを同一の方法で処理することは、設備

面や費用面からも限界があり、結果として保存処

理できるまでの間、水漬けの状態におかれ、木製

品自体の劣化が進むことになる。

　今回検討したのは、いかに簡便な方法で出土木

材の形状を崩さずに乾燥させることができるかで

ある。その際、前提となるのは、出土材としては

広葉樹材に対して劣化の少ない針葉樹材で、しか

も保存状態が良い木材に限定する必要があるとい

うことである。この前提に立った上での今回の実

験結果から言えることは次のようになる。

・残りの良い針葉樹材のサンプルであっても、自

然乾燥のみでは、表面が荒れ、形状が乱れる。

・PEGやトレハロースを表面に１回塗布して乾燥

させる方法も亀裂がみられ、形状が乱れる（註４）。

・PEGやトレハロースの30％水溶液にサンプル

を一定期間浸漬した後、自然乾燥させた結果、表

面は比較的安定し、形状は維持できた。

・PEG�30％水溶液に形状の異なる木製品（板材、

角材、丸太材、丸太半裁材）を１か月間浸漬し乾

燥させた結果、寸法変化はあったものの、外見上

は比較的良好に処理できた。

・溶液浸漬後、乾燥に要する時間は、木製品の大

きさや形状によって大きく異なるが、今回の例で

は、板材で約２か月、角材、丸太材などで約４か

月を要した。

　課題としては、今回実験に供したサンプル材や

木製品の樹種を特定していないことやPEG溶液

の濃度やその浸漬期間が任意であること。「残り

の良い針葉樹材」の選定基準が曖昧であるという

ことである。出土木材の状態は一様ではなく、確

定的な基準や仕様を設けることは非常に難しいた

め、経験則に頼らざるを得ないことも事実である。

今後、今回の実験結果を一つの例として、本方法

が適用可能な範囲を探っていく必要があろう。繰

り返しになるが、本方法は、残りの良い針葉樹材

に限定した方法であり、全ての出土木材に適用す

るものではない。

註１　�含水率＝（乾燥前重量－乾燥後重量）÷�乾燥後

重量 × 100

　　　ここでの乾燥後重量はサンプル材の内、真空凍

　　　結乾燥直後の重量をあてはめ算出した。

註２　乾燥期間中、計測器の不具合で重量測定ができ

　　　ない期間があった。

註３　乾燥期間は８月～ 11月の間である。乾燥の速

　　　度は周囲の湿度（季節）に影響されると思われ

　　　るため、長期的に処理後の変化をみていく必要

　　　がある。

註４　今回は、溶液を１回塗布したのみだったが複数

　　　回塗布する方法も検討する必要がある。

参考文献

村山卓　2019『栗橋宿本陣跡Ⅰ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 451 集
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